
 

2025 年 10 月 30 日 
農林中央金庫 秋田支店 

 
秋田県立大学で地域金融教育の出張授業を開催！ 

〜未来の地域経済を担う人材を育成〜 
 

農林中央金庫 秋田支店（以下、「農林中金秋田支店」）は、2025 年 10 月 10 日（金）、秋田県立大学 
生物資源科学部における「農業経営学」の講義（上田 賢悦教授）において、地域金融教育にかかる出張授業を実
施いたしましたので、お知らせいたします。 

 なお、秋田県立大学における出張授業の取組みは昨年度から実施しており、今回で２回目となります。 
 

1. 取組みの概要 

ＪＡバンクあきた（県下ＪＡおよび農林中央金庫秋田支店）では、地域金融教育や防災機能の強化、産官学と
の連携等、地域活性化に向けた取組みを積極的に推進しております。とりわけ、近年、社会的なニーズが高まりつつある
地域金融教育の領域では、一般的な内容にとどまらず、農業を題材にした「ＪＡバンクらしい」マネーリテラシー教育を展
開しているところです。 

そうした取組みの一環として、農林中金秋田支店では、昨年度より、秋田県立大学の上田 賢悦教授と連携し、
「農業経営学」の一コマにおいて出張授業を実施しております。授業では、農業経営や農業金融に関する授業を通じ
て、同講義が目指す「農業生産を科学的に管理・運営することのできる農業経営者等の育成」を後押しいたしました。 
 

2. 出張授業の内容 

今回も、昨年度に引き続き、疑似的に農業経営を学ぶことができる、ＪＡバンクが独自に制作したシミュレーションゲ
ームを実施しました。ゲームでは、就農に向けて準備し、作物を栽培し、販売していく一連の過程を３年間にわたってシミ
ュレーションし、そのなかで資金調達やリスク対策、収支管理など、農業経営における様々な経営判断を疑似体験する
ものです。 

そのほかに、金融機関が農業者へ融資する際の着眼点についても解説しました。前段のシミュレーションゲームで体験
した「経営判断」による成果が、実社会ではどのような目線で第三者に評価されるのか、実際に用いられる財務諸表等
を指し示しながら説明するものです。 

農業者視点のワークショップと、金融機関視点の解説とを組み合わせることにより、農業経営について、農業者自身
と、それをサポートする金融機関、両者の視点・視座を理解したうえで農業経営や農業金融の全体像を捉えることがで
きる授業構成としました。 

授業の具体的な内容につきましては、以下をご覧ください（下線部は昨年度からの変更点）。 
 
（１） そもそも銀行とは？～ＪＡバンク（ＪＡ・農林中央金庫）について～ 

【内容】 
・授業のオリエンテーションとして、金融機関の役割とＪＡバンク特色についてレクチャー 



 

 

【ねらい】 
・金融機関が社会で担っている役割を理解してもらう 
・ＪＡバンクのような「農業者のための」金融機関が存在することを伝える 

 
（２） 生きるチカラにつながる経営思考！農業経営ゲームで学ぶ将来とお金のこと 

【内容】 
・実家の農業を継ぐ主人公になりきり、農業経営にかかる「意思決定」を疑似体験。３年後の収益額を競う 
・①就農に向けた準備（作物選定、資金調達、リスク対策等） ⇒ ②作物の栽培 ⇒ ③収支管理 
 ⇒ ④経営改善策の導入 といった、農業経営の一連の流れに沿って構成 

【ねらい】 
・学生の農業経営にかかるイメージ形成を促し、その後の授業を理解しやすくする 
・農業を営むうえでは、栽培技術だけでなく、「経営」にかかる多面的で難しい意思決定が必要となることを 
理解してもらう 

 
（３） 農業融資の際の金融機関の目線 

【内容】 
     ・経営者の「経営判断」による成果が可視化される「決算書」を題材としたレクチャー 

・①シミュレーションゲームで体験した「経営判断」が、決算書上のどこの項目に影響を与えるのか、②金融機関 
 が融資をする際の着目点や評価のポイントを解説 
・あわせて、金融機関が農業者に伴走してサポートした様々な事例を紹介 
（例）ヨーロッパへの輸出支援事例、県産ブランド果実を用いた生産者⇔高級菓子店のビジネスマッチング 
      事例 等 

   【ねらい】 
    ・シミュレーションゲームで体感した「農業経営」が、第三者から実際にどのような目線・フォーマットで評価される 

のか学んでもらう 
    ・金融機関が、融資以外にも、農業を事業成長の目線で様々サポートしていることを学んでもらう 
 

  

▲シミュレーションゲーム中の様子 
 



 

 

  
▲授業で使用したシミュレーションゲーム教材 

 

3. 今後の取組み 

ＪＡバンクあきたとしては、引き続き、地域に密着した金融機関として、地域や教育現場のニーズに応えるべく、地域
金融教育をはじめとした「ＪＡバンクらしい」地域活性化施策の展開を進めてまいります。 

以 上 
 

〇本件に関するお問い合わせ先 

 農林中央金庫 秋田支店 総括班 担当：田村、宮中 

 〒010-0976 秋田県秋田市八橋南 2-10-16 秋田県 JAビル 2階 

  田村 Tel：050-3123-1071 E-mail：michitaka-tamura@nochubank.or.jp 

宮中 Tel：050-3123-1070 E-mail：d-miyanaka@nochubank.or.jp 
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